
■研究報告 セッションＡ （公民役割）

司会 塩見英治（中央大学）

9:50

タイトル 交通問題における制度設計の必要性・可能性

報告者
橘洋介（八戸大学）
田村正文（八戸大学）

討論者 須田 昌弥（青山学院大学）

タイトル
公民協力による非採算JR路線の運営手法の一考察－JR西日
本の事例から－

報告者
黒崎文雄（運輸調査局）
河田卓也（運輸調査局）

討論者 金子雄一郎（日本大学）

タイトル 欧州の鉄道上下分離における線路使用料の役割

報告者
小澤茂樹（大同大学）
根本敏則（一橋大学） 16：10～16：40　会長講演

討論者 斎藤峻彦（関西鉄道協会都市交通研究所）

タイトル 地方分権のもとでの港湾経営とガバナンスのあり方

報告者
寺田英子（広島市立大学）
寺田一薫（東京海洋大学） 18：00～　懇親会　（1号館2階　カフェテリア）

討論者 宮下國生（関西外国語大学）

■研究報告 セッションB （鉄道） ■研究報告 セッションD （道路） ■研究報告 セッションF （地域交通１）

司会 斎藤峻彦（関西鉄道協会都市交通研究所） 司会 杉山武彦（成城大学） 司会 中条潮（慶應義塾大学）

タイトル 交通社会資本政策と公民連携手法 タイトル 消費者の交通選択が小売店舗の立地に与える影響

報告者 魏蜀楠（福岡大学） 報告者 亀山嘉大（香川大学）

討論者 太田和博（専修大学） 討論者 鈴木崇児（中京大学）

タイトル 並行在来線と地域振興　－九州のケースを中心として－ タイトル 道路公団民営化に関する評価 タイトル
地域公共交通政策の制度設計に関する論考―マレーシアにお
ける公共バス政策を事例として―

報告者 那須野 育大（中央大学） 報告者
木村真樹（大阪大学）
赤井伸郎（大阪大学）
倉本宜史（甲南大学）

報告者 湯川創太郎（滋賀県立大学）

討論者 香川正俊（熊本学園大学） 討論者 安部馨（日本高速道路インターナショナル） 討論者 酒井裕規（鳥取環境大学）

タイトル
北海道新幹線並行在来線区間における都市間公共交通のニー
ズ分析

タイトル
ガソリン価格が交通行動に及ぼす影響についての実証分析に
ついて、近年の計量経済学上の視点からの検討

タイトル ドイツにおける地域公共交通政策の理念と実践

報告者 岸邦宏（北海道大学） 報告者 藤﨑耕一（元運輸政策研究機構） 報告者 土方まりこ（運輸調査局）

討論者 黒崎文雄（運輸調査局） 討論者 二村真理子（東京女子大学） 討論者 桜井徹（日本大学）

タイトル 英国鉄道事業のフランチャイズ制度の修正の背景 タイトル 都市における普通貨物車の外部費用に関する分析 タイトル
路面電車の利用増進に係る可能性に関する考察－観光交通と
しての視点から－

報告者 醍醐昌英（関西外国語大学） 報告者 鈴木裕介（九州産業大学） 報告者
林泰三（運輸政策研究機構）
日原勝也（東京大学）

討論者 野村宗訓（関西学院大学） 討論者 岡田啓（東京都市大学） 討論者 宇都宮浄人（関西大学）

■研究報告 セッションC （バス） ■研究報告 セッションE （航空・海運） ■研究報告 セッションG （地域交通２）

司会 轟朝幸（日本大学） 司会 宮下國生（関西外国語大学） 司会 松澤俊雄（大阪市立大学）

タイトル
地方圏における乗合バス需要
－県別パネルデータによる価格弾性値の推計－

タイトル
Empirical Analysis for Primary Factors for Flight Choice in
Multi-Airport Region: Greater Osaka - Kansai, Itami and Kobe
in Japan -

タイトル
大都市圏におけるアクティブシニアの交通行動　－インタビュー
調査から探る鉄道・バス利用促進の方向性－

報告者 宇都宮浄人（関西大学） 報告者
赤井伸郎（大阪大学）
宇佐美宗勝（大阪大学）

報告者
髙橋愛典（近畿大学）
毛海千佳子（大阪成蹊短期大学）

討論者 大井尚司（大分大学） 討論者 文世一（京都大学） 討論者 日原勝也（東京大学）

タイトル
人口減少都市における持続可能な地域公共交通の創造に関す
る研究　―群馬県桐生市「おりひめバス」の事例―

タイトル
Efforts towards the privatization trend in Japan’s regional
airports

タイトル 大都市圏における駅勢圏の空間的構造

報告者 新井祥純（群馬県教育委員会） 報告者
Daniel MABAZZA（室蘭工業大学）
田村亨（室蘭工業大学）

報告者
竹内啓仁（愛知大学）
神頭広好（愛知大学）

討論者 加藤博和（米子工業高等専門学校） 討論者 酒井正子（帝京大学） 討論者 小川雅司（羽衣国際大学）

タイトル 大手私鉄事業者にバス事業のフィーダー効果はあるのか？ タイトル
 Government Role in the Aviation Industry
  The case study of the Arabian Peninsula countries  

タイトル タクシー産業における規制緩和政策の効果に関する実証分析

報告者 松崎朱芳（青山学院大学） 報告者 Dimitar M. Dimitrov（一橋大学） 報告者
徳田優一（大阪大学）
赤井伸郎（大阪大学）

討論者 佐藤信之（評論家） 討論者 小島克巳（神戸夙川学院大学） 討論者 水谷文俊（神戸大学）

タイトル
全国都市調査からみた生活交通手段（コミュニティバス・乗合タ
クシー）の導入・運営・利用実態に関する考察　―持続可能な生
活交通に着目して

タイトル FTA/EPAが外航海運の自由化に果たす役割 タイトル タクシー料金の規制緩和と需要動向：パネルデータによる分析

報告者 市川嘉一（日本経済新聞社） 報告者 長谷部正道（大和総研） 報告者 松野由希（運輸調査局）

討論者 鈴木文彦（交通ジャーナリスト） 討論者 寺田一薫（東京海洋大学） 討論者 山本雄吾（名城大学）

タイトル
国内港湾運営の効率性に関する要因分析－財政要因を考慮し
た分析－

報告者
倉本宜史（甲南大学）
赤井伸郎（大阪大学）

討論者 寺田英子（広島市立大学）

＊詳細は別途シンポジウムプログラムをご覧ください

・懇親会費として5,000円を当日お支払いください

日本交通学会　第71回　研究報告会　　プログラム

10月6日（土曜日）　　　　（9：30～受付開始）

研究報告会場　（1号館3階　132教室）
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シンポジウム プログラム 

趣旨説明                        13:00～13:05  

                     司会：加藤 一誠 氏（日本大学） 
 

報告 
（１）資金調達からみた公と民               13:05～13:20 
     黒沢 義孝 氏 

（日本大学） 
 
（２）わが国における PPP の現状と課題           13:20～13:35 

片山 竜 氏 
（プライスウォーターハウスクーパース株式会社） 

 
（３）空港への民間活力の導入と課題            13:35～13:50 

田邉 勝巳 氏 
（慶應義塾大学） 

 
（４）世界の高速道路事業の潮流からみた 

我が国へのインプリケーション  13:50～14:05 
西川 了一 氏 
（東日本高速道路株式会社） 

 
 
休憩                           14:05～14:20 
 

シンポジウム 「交通インフラにおける公・民の役割の再検討」 

14:20～16:00 
 
《パネリスト》   黒沢義孝 氏（日本大学） 
          片 山 竜 氏（プライスウォーターハウスクーパース株式会社） 
          田邉勝巳 氏（慶應義塾大学） 
          西川了一 氏（東日本高速道路株式会社） 
 
《コーディネーター》加藤一誠 氏（日本大学） 
 
 
＊休憩時間にパネリストに対するご質問を質問票にて回収させて頂きます。 
 
 


